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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年10月20日(2011.10.20)

【公開番号】特開2010-60607(P2010-60607A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2008-223348(P2008-223348)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/147    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７２　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ   5/04    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   5/147   　　　　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３１８　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月1日(2011.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真感光体上に静電潜像を形成する工程、及びトナーにより静電潜像を現像する工
程、転写工程、転写後に前記電子写真感光体表面に残存する転写残トナーをクリーニング
ブレードにより除去するクリーニング工程を有する画像形成方法において、
　前記電子写真感光体のユニバーサル硬さ値が１５０Ｎ／ｍｍ2以上２０００Ｎ／ｍｍ2以
下であり、
　前記電子写真感光体に対する前記クリーニングブレードの当接圧が５．０ｇ／ｃｍ以上
４０．０ｇ／ｃｍ以下であって、
　前記トナーは結着樹脂、着色剤及び離型剤を含有するトナー粒子に、体積基準における
メジアン径（Ｄ５０）が０．１０μｍ以上１．００μｍ以下である脂肪酸金属塩を外添し
たトナーであり、
　前記トナーからの前記脂肪酸金属塩の遊離率が１．０％以上２５．０％以下であること
を特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　前記脂肪酸金属塩は、下記（１）式で定義されるスパン値Ａが１．７５以下であること
を特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
　　スパン値Ａ＝（Ｄ９５ｓ－Ｄ５ｓ）／Ｄ５０ｓ　（１）式
　　　Ｄ５ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準における５％積算径
　　　Ｄ５０ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準におけるメジアン径（Ｄ５０）
　　　Ｄ９５ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準における９５％積算径
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【請求項３】
　前記脂肪酸金属塩の含有量が、トナー粒子１００質量部に対し０．０３質量部以上０．
５０質量部以下であることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　前記脂肪酸金属塩における金属が亜鉛またはカルシウムであることを特徴とすることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成方法
【請求項５】
　前記脂肪酸金属塩の体積基準のメジアン径（Ｄ５０）が０．１５μｍ以上０．７５μｍ
以下であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項６】
　前記脂肪酸金属塩の遊離率が２．０％以上２０．０％以下であることを特徴とする請求
項１乃至５のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項７】
　前記脂肪酸金属塩は非イオン性界面活性剤を含有すること特徴とする請求項１乃至６の
いずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項８】
　前記非イオン性界面活性剤がポリオキシエチレンアルキルエーテル及び／またはポリオ
キシエチレンアルキルフェニルエーテルであることを特徴とする請求項７に記載の画像形
成方法。
【請求項９】
　前記電子写真感光体のユニバーサル硬さ値が３４０Ｎ／ｍｍ2以上１５００Ｎ／ｍｍ2以
下であることを特徴とすることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像
形成方法。
【請求項１０】
　前記クリーニングブレードのマイクロ硬度が５０度以上９０度以下であることを特徴と
する請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項１１】
　前記電子写真感光体に対する前記クリーニングブレードの当接圧が１０．０ｇ／ｃｍ以
上２５．０ｇ／ｃｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載
の画像形成方法。
【請求項１２】
　前記トナー粒子が、懸濁重合法により製造されたものであることを特徴とする請求項１
乃至１１のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するため、本出願に係わる第１の発明は、電子写真感光体上に静電潜像
を形成する工程、及びトナーにより静電潜像を現像する工程、転写工程、転写後に前記電
子写真感光体表面に残存する転写残トナーをクリーニングブレードにより除去するクリー
ニング工程を有する画像形成方法において、
　前記電子写真感光体のユニバーサル硬さ値が１５０Ｎ／ｍｍ2以上２０００Ｎ／ｍｍ2以
下であり、
　前記電子写真感光体に対する前記クリーニングブレードの当接圧が５．０ｇ／ｃｍ以上
４０．０ｇ／ｃｍ以下であって、
　前記トナーは結着樹脂、着色剤及び離型剤を含有するトナー粒子に、体積基準における
メジアン径（Ｄ５０）が０．１０μｍ以上１．００μｍ以下である脂肪酸金属塩を外添し
たトナーであり、
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　前記トナーからの前記脂肪酸金属塩の遊離率が１．０％以上２５．０％以下であること
を特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　　スパン値Ａ＝（Ｄ９５ｓ－Ｄ５ｓ）／Ｄ５０ｓ　（１）式
　　　Ｄ５ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準における５％積算径
　　　Ｄ５０ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準におけるメジアン径（Ｄ５０）
　　　Ｄ９５ｓ：脂肪酸金属塩の体積基準における９５％積算径
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　ユニバーサル硬さ値（ＨＵ）は、６ｍＮで押し込んだ時の同荷重下での押し込み深さか
ら上記式（１）によって規定される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３３】
【表７】
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